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１．はじめに

　年金積立金管理運用独立行政法人（以下、

GPIF）は、2017年９月末時点で157兆円を運用

する世界最大の年金基金であり、日本の公的年金

制度における積立金の管理・運用を行っている。

GPIFは、年金事業の運営の安定に資するよう、

専ら被保険者の利益のために、長期的な観点から、

年金財政上必要な利回りを最低限のリスクで確保

することを目標とし、01年度の運用開始以来の

累積収益額は63兆円となっている（注１）。

　GPIFは、株式市場全体の価値向上を図ること

で、運用資産全体の長期的なリターンを向上させ

るため、17年７月より国内株式における三つの

GPIFの保有銘柄開示による国内株式市場への影響について
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